
評価年度：　　２０　　　年度

事

業

概

要

[事業の評価項目]

（１） 事業計画の必要性 １２０点
　　　・

（2）　事業計画の合理性 １００点
　　　・

（3）　事業計画の効果 １３３点
　 　　　・

庁舎　RC-4-1　4,942㎡

　 入居予定官署は、老朽化、狭隘化、耐震性の不足等を解消す
る必要性が認められる。

関係者の意見

平成２１年度～平成２５年度

・「国有財産の有効活用に関する報告書」を踏まえた移転・再配
置、集約合同化で合理性があり、位置・規模・構造が適切で事業
の効果が認められる。
・環境配慮型官公庁施設（グリーン庁舎）としての合同庁舎を整備
することにより、地球温暖化対策の推進に寄与する。
・ユニバーサルデザインを視野に入れた高度なバリアフリー庁舎
として整備を行う。

　 国有財産有効活用等連絡会議で報告された「国有財産の有効
活用に関する報告書」の内容を踏まえて整備計画を策定し、着実
に実施する必要がある。

(予　   　 定）

官庁営繕事業の新規事業採択時評価概要書

評価項目の結果

事  業  期  間

事　　業　　名

事 業 場 所

構造 ・ 規模

目的・必要性

検 討 ・ 効 果

京都地方合同庁舎

京都府京都市中京区西ノ京笠殿町３８



施設名：京都地方合同庁舎 事業場所：京都府京都市中京区西ノ京笠殿町３８

案内図

二条城

（現　京都地方合同）

京都地方合同庁舎建設予定地
・京都地方気象台

中京区役所

ＪＲ　円町駅
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